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実力が試されたインカレロ
ング。大本命の日下と関谷が
予想通り優勝を飾った。 
 
2008 年 11 月 2日（日） 愛知県新城市 
日本学生オリエンテーリング選手権大会
ロングディスタンス競技部門 
 

結果女子選手権 5.6km ↑420m 
1 関谷麻里絵 1:05:25 京都 4 
2 阿部ゆかり 1:07:53 東北 4 
3 松永真澄 1:09:42 日本女子 4 
4 永田有佳里 1:15:16 相模女子 3 
5 柴田彩名 1:18:08 椙山女学園 2 
6 後藤未妃 1:19:35 宮城学院女子 3 
 

 
最終前コントロールを通過する関谷麻里絵 
 

関谷・インカレ4 連勝 
関谷麻里絵（京都大学 4）は、大学 2
年生のときにインカレミドルの金メダ
ルを手にしてから、その後に開催され
るインカレの個人戦ではすべて金メダ
ルを手にしている。その強さゆえか「ま
りえ様」と学生の間では呼ばれている。
女子部員が少ない京都大学オリエンテ
ーリングクラブの中で特に強い個性を
発揮しているようだ。 
「今度の春は最後のインカレ。でも
負ける気がしない。」 
優勝インタビューで言い放つ彼女。
だがその言葉の裏側には本当に競い合
える強いライバルが現れて欲しいとい
うメッセージが込められているように

思えた。 
2位の阿部、3位の松永はいずれも関
谷と同期 4 回生。この 3 人の速さは群
を抜いている。後輩には負けたくない
という強い思いがあるのだろう。 
 

 
女子上位3名。学生選手権最後のロング競
技で結果を残し満足の笑顔。関谷麻里絵
（左）、阿部ゆかり（中央）、松永真澄（右） 
 
 

結果男子選手権 8.1km ↑665m 
1 日下雅広 1:15:07 東北 4 
2 崎田孝文 1:15:36 名古屋 4 
3 林 城仁 1:18:32 東京 4 
4 太田貴大 1:21:00 東北 4 
5 久米 航 1:22:45 東北 4 
6 片岡裕太郎 1:24:17 名古屋 3 
 

 
日下雅広・連覇へのファイナルアプローチ 
 

神と呼ばれた男 
日下雅広（東北大学 4）が今年もイン
カレロング優勝をがっちり掴んだ。 
昨年の秋に頭角を現したと思ったら、
インカレロング2007日光大会で優勝を
勝ち取り、その後も目覚しい活躍をし
ていた。その実力ゆえ同期学生たちか
らは「神」とも呼ばれた存在だった。

日下・関谷ロング連覇！ 
 

大会 
報告 木村佳司 

インカレロング2008 2008 年 11 月 2 日（日） 愛知県新城市 

インカレロング優勝の関谷麻里絵と日下雅広。ともに昨年に引き続いて連覇。
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昨年から今年にかけての秋春インカレ
連覇。そして2008 年夏にはユニバーシ
アードに出場するためにエストニアへ。
破竹の快進撃に見えた。しかしユニバ
ーシアードという大きな挑戦を終えた
あと、神もしばし休息をなさる。かげ
りが見えてきたモチベーションが再び
上向きになったのは、競い合う仲間や
後輩の存在だったという。 
そんな「神」にあと 30秒にまで肉薄
したのが、この春のインカレ団体戦で
東北大学を破り21年ぶりの優勝を飾っ
た名古屋大学の崎田だ。 
層の厚さを誇る東北大学。そして愛
知の良質なテレインで練習を積んで勢
いに乗る名古屋大学。今回のインカレ
ロング 2008 男子選手権上位は、このふ
たつの大学と関東の雄・東京大学のぶ
つかり合いだった。 
 
 

オリエンテーリングの醍醐味 
男子選手権の上位ルート解析を見て
鳥肌が立ったのは筆者・木村だけでは
ないだろう。素晴らしいテレインに用
意された最高精度の地図。練りこまれ
たコースに全身全霊で立ち向かってゆ
く競技者。あらゆる可能性のあるルー
トの中から、競技者にとってのベスト
ルートを見つけ出し、鍛え抜かれた体
と技術を駆使して森を抜けてゆく。ル

ートは大きく分かれるが、個々がベス
トを尽くした結果、タイムが拮抗し競
い合うレースが展開された。 
上位のルートは綺麗に散った。競技
者の独創的なルート攻略に、コースプ
ランナーも舌を巻いた。 
競技者のルート選択と攻略を支える
正確な地図があればこその競技。これ
ぞオリエンテーリング・クラシック、
ロング競技の醍醐味だ。 

（木村佳司） 
  

愛知・作手の森は最高 
同日開催された中日東海大会W21E 

目指してきた日がやってきた。レース前に気合を入れる学生たち。
インカレにかける学生たちの熱意は、昔も今も変わらない。


